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はじめに 

 高齢になっても住み慣れた町で暮らし続けるためには、松山市地域公共交通網形成計画

３.地域の現状 に記載のあるように、公共交通の利用環境の向上が必要不可欠です。 

私たちの住む石井地区は、天山・天山町・今在家町・土居町・星岡町・朝生田町・西石井・

東石井・和泉北・古川北・古川南・古川西・今在家・和泉南・居相・北井門・星岡・越智・

北土居から構成される地域で、国道 33 号には大型量販店が並びます。人口はおよそ 58,000

人、うち 75歳以上人口がおよそ 8,400 人。松山市地域公共交通網形成計画によると、不便

地域・空白地域の人口比率が高くなっています。（22～44%に増加） 

 

参考：松山市地域公共交通網形成計画 

3．地域の現状 
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参考：松山市地域公共交通網形成計画 

5．基本方針 

 

石井地区内には、松山市地域公共交通網形成計画 各地域の公共交通の現況・課題の表

（上図）にあるように、高齢者が気軽に利用できる移動手段の確保や、不便地域・空白地域

の状況に応じた公共交通の再編など、公共交通に関して解決すべき課題が多く存在します。

私たちは、住み慣れた町で暮らし続けるために早急に地域公共交通網を整える必要がある

と考え、松山市内で先行事例がある「チョイソコ」を地域に導入し、おでかけ支援を行うこ

とにしました。 

 

地域住民の移動の自由が保障されることによって生まれる相乗効果は計り知れません。

加齢に伴い心身機能が弱っていく高齢者が自由に外出を愉しむことで、要介護状態に近づ

くスピードを緩やかにし、フレイルの予防や健康寿命の延伸につながる可能性があります。 

そして、企業で一番重要な働き手である世代は、老親と向き合う世代でもあります。高齢

者の健康寿命が延びるということは、企業で重要な働き手である世代の住民が安心して働

けることにもつながると考えられます。 

 

私たちは、移動手段の確保はあくまでも「まちづくり」の一環であり、まち全体の良い循

環を生むための出発点になることを目指し活動を行っています。今後は同じ想いをもった

仲間を増やしながら運営を行っていくことで、これまで以上に多くの人に「豊かな移動」を

おすそわけでき、まち全体の「豊かな暮らし」の実現に近づけると考えています。 
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１．事前調査 

石井地区住民の外出状況を把握するため、星岡の住民に対してアンケート調査を実施し

ました。図１の結果から、すでに星岡の住民の約半分がおでかけ手段に困っていることがわ

かります。おでかけ手段に困っている人と困っていない人で愉しみの活動にいくことがあ

る割合が大きく違っており（図２）、おでかけ頻度の充足度を見ると（図３）、おでかけ手段

に困っている人ほど「もっと行きたい」「実は行きたい」と回答していることが分かります。

外出手段さえ確保できれば住民の外出頻度を高めることができると考えられます。 

 

      

 

 

 

 

愉しみの活動 愉しみの活動 

図１ 図 2 

図 3 

図 4 図 5 
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２．先例となるチョイソコひさえだについて 

 2021 年 11 月から松山市久枝地区で運行しているチョイソコひさえだの視察や運営メン

バーへのヒアリングを行い、現在石井地区にある移動の悩みの解決手段となるか、また石井

地区での運行が可能かを探りました。 

 

① チョイソコひさえだの運行形態の確認 

  ・利用者 

久枝地区（久万ノ台・問屋町・安城寺町・東長戸 1～4丁目・西長戸町・船ヶ谷町・

高木町・鴨川３丁目）の住民 

  ・停留所 

主に久枝地区内に、「チョイソコひさえだ」の乗降ができる場所として、停留所を

約 250 ヶ所設置 

  ・運行日および運行時間 

    運行日は、下記を除く平日 

    （１）土曜日・日曜日・祝日 

    （２）その他天候条件や災害など安全な運行に支障がある日 

    （３）年末年始・夏季休暇など運行事業者と運営主体が別に定めた日 

    運行時間は、交通事情などによりやむを得ない場合を除き、9：00～12：00 と 13：

00～16：00 の１日６時間 

 

②地区情報の比較 

図 6 図 7 
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参照：松山市「町丁別住民基本台帳登録者数（令和 5年 7月 1 日現在）」 

松山市「地区別年齢別住民基本台帳登録者数（令和 5年 7月 1 日現在）」 

2020 年国勢調査データ 2006 年事業所・企業統計調査 

 

石井地区は、久枝地区と比べると面積が約 1.5 倍・65 歳以上人口は約 2.5 倍となってお

り、地区内に目的地となる場所も多いことから、全域をカバーするには 2 台での運行が適

していると考えました。まずは利用登録可能範囲を石井東 7 町（天山・星岡・今在家・東石

井・越智・北土居・土居）に限定して運行を開始し、その後石井地区全域へ拡大しました。

今後速やかに 2 台目の実装を目指します。 

 

③運営メンバーの確保 

 チョイソコの運行には、運行事業者や予約受付センターはもちろん、利用方法について説

明を行う運営主体が必要です。そこで、まずは NPO 法人の立ち上げを行いました。立ち上

げにあたっては、「地域のために自分も何かしたい」という想いをもった有志の住民や、「地

域住民があって成り立っているので、地域の方々の生活を豊かにする手段として協力した

い」という事業者が集まりました。事業者からは協賛金という形で運営資金をいただいてい

ますが、金銭以上に知恵を出し、企業としてまちづくりに参画する姿勢をもつ事業者ばかり

です。住民と企業が協働して、健康増進と孤立のない地域づくりを目指すこと、そしてなに

より自分たちが住むまちのまちづくりへの参画を進めることを目的とし、「NPO 法人石井

わくわく物語」として活動を始めました。 
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３．チョイソコいしいの導入 

 チョイソコひさえだの視察と地域住民へのアンケート調査から、ドアツードアで利用で

きるチョイソコがあれば外出頻度を高めて愉しみの時間を増やすことができると考えまし

た。さらに収支として、石井地区内の事業者数は 2,267 ヶ所、75 歳以上高齢者数はおよそ

5,941 人と、地域全体で少しずつ費用を負担することで石井地区内で収支を完結させること

ができると判断し、チョイソコいしいの導入を決定しました。 

 

【チョイソコいしいの運行形態】 

① 利用者 

運行範囲の性質から、利用できるのは石井地区にお住いの方とします。また、車両の性質

から、介助の必要がなく 1 人で乗り降りできる方とします。 

 

②停留所 

運行範囲内に、「チョイソコいしい」の乗降ができる場所として、停留所を約 200 箇所程

度設置します。停留所の場所については状況により随時見直しを行います。 

 

③対象区域 

「チョイソコいしい」の対象区域は下図のとおりです。緑色は、石井地区の範囲。オレン

ジ色は、石井地区と周辺地区（福音寺町・北久米町・南久米町・来住町・南土居町・井門町・森松町・土居田
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町・市坪北・市坪南・伊予郡松前町中川原・伊予郡松前町徳丸）の一部を含めた運行範囲とします。周辺地

区を運行範囲に含めることで、気軽に利用できる移動手段をもたない高齢者がおでかけし

たい範囲をある程度カバーできると考えました。 

 

図８【現在の運行範囲】 

 

 

なお、運行効率の観点、また既存の交通事業者への配慮として、立花駅周辺は運行範囲に

含まれていません。ただし、2台目の構想もあることから、運行範囲としては定め、実際に

立花駅周辺を目的地にするかどうかは、運営判断としたいところです。 

 

図９【理想の運行範囲】 
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④運行日および運行時間 

 運行日は、下記を除く平日とします。 

 （１）土曜日および日曜日 

 （２）祝日 

 （３）その他天候条件や災害など安全な運行に支障がある日 

 （４）年末年始・夏季休暇など運行事業者が別に定めた日 

運行時間は、交通事情などによりやむを得ない場合を除き 9：00～12：00 と 13：00～16：

00 の 1 日 6 時間とします。早朝や夕方以降のタクシーが稼働しやすい時間を避け、既存

の交通事業者への影響が少ない時間帯に限定しています。なお、土日祝日・長期休暇を運

休日とする理由も同様です。 

 

⑤利用料金 

 利用料金は、以下の 2パターンとします。 

（１）1人につき 1 ヶ月 3,500 円（消費税および地方消費税含む）の定額乗り放題制とする 

（２）同世帯で 2人以上が会員登録をする場合、２人目以降は 1 ヶ月 3,000 円（消費税およ

び地方消費税含む）の定額乗り放題制とする。 

 

⑥予約のルール 

 利用者が「チョイソコいしい」を利用する場合、電話による予約が必要です。予約時には、

乗降場所・希望時間などを伺います。電話以外による予約は受け付けず、また予約内容以外

の乗降はできません。予約は、ネッツトヨタ瀬戸内株式会社モビリティ事業部で受け付けま

す。予約受付は 2 週間前から 30 分前までとし、予約受付時間は平日 8：30 から 15：30 ま

でとします。 

 

⑦車両 

 1 台目の運行事業者は、すみれ第一交通株式会社とし、同社所有の車両（7 人乗りノアウ

ェルジョイン）を使用します。住民からの要望により２台目以降の車両を実装する場合、す

みれ第一交通株式会社または石井地区内およびその近隣のタクシー会社を運行事業者とし、

車両については同様に当該運行事業者所有の車両を使用するものとします。 
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４．運行状況 

 運行開始した 2023 年 10 月から 2024 年 10 月までの利用実績です。 

 

チョイソコいしい 平均運行回数と会員数の変化 

 
５．チョイソコ導入前後の変化 

 チョイソコ導入後、利用している地域住民の心身にどのような変化があったのか調査を

行いました。 

①外出頻度の変化 

それぞれのお出かけ内容について普段から「行く」か「行かない」か、頻度は「今のままで

いい」か「増やしたい」かを聞き、チョイソコを利用する前後での変化をまとめました。 

日用品の買い物や団体活動に行くという項目では、「行く-（頻度は）現状維持がいい」とい

う回答が増加しています。チョイソコを利用するようになって、「行く-（頻度は）増加希望」

だった人たちが自由におでかけを愉しめている結果と考えられます。 

なお、運行を開始してから 3 ヶ月という短い期間での事後アンケート調査であること・回

答者が 9名と少ないことに注意が必要です。  
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出所：愉しみの交通プロジェクト報告会 

   大阪工業大学工学部都市デザイン工学科  

准教授 西堀 泰英 

 

図 10 

図 11 
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②消費額の増減 

 チョイソコ運行前（事前）と運行開始後（事後）のそれぞれ 2週間、「いつ・どこで・ど

んな手段で行き・いくら支払ったか」を記録し、消費額の変化を調査しました。 

回答があった 4 人分の消費額総額のうち、眼鏡や商品券購入等の高額かつ低頻度の買い物

を除いた日常的な消費額総額を比較すると、4人全員がチョイソコ導入後に消費額が増加し

ていました。また、消費額だけではなく消費回数も増えていることが分かりました。 

 今回は 4 人分のデータであり件数と期間が限られるため、今後さらなる検証を行ってい

きます。 

＜記入例＞ 

  

回答があった消費額総額 4 人分      日常的と思われる消費額総額 4 人分 

          （左から特別な買い物を除外） 

       
 

回答があった消費回数 4 人分      日常的と思われる消費額総額 4 人分 

       （ 左 から特別な消費を除外）

   

 

図 12 図 13 

図 14 図 15 
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 買物内容別消費額（日常的）4人分     交通手段別消費額（日常的） 4 人分 

     

出所：愉しみの交通プロジェクト報告会 

   大阪工業大学工学部都市デザイン工学科 准教授 西堀 泰英 

 

③外出機会の創出 

チョイソコいしいでは単なる外出手段の提供だけではなく、定期的にイベントを開催す

る「外出機会の創出」にも力を入れています。最初に開催した茶話会ではチョイソコの利用

者だけでなく、地域から「チョイソコが気になっていたから話を聞きたい」という方も参加

されました。他にも編み物をする「毛糸の会」を開催したり、公民館での催しにチョイソコ

で送迎を行うなど、利用者が愉しんでおでかけが出来る機会づくりを行っています。 

 

↓茶話会の様子 

   

 

外出頻度の違いが心身のフレイルに関連していることについては既に様々な調査がされて

います。好きな時に好きなところにおでかけができ、全世代が心身とも健康に毎日楽しく暮

らせるまちにするために、今後も様々な取り組みを行う予定です。 

 

 

 

 

図 16 図 17 
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出所 内閣府 平成 30 年度版 高齢社会白書 

 

 

出所 国土交通省 令和 2年度版 交通政策白書 

 

６．県内外からの評価  

 松山市内で運行しているチョイソコのしくみ（住民主体・行政補助なし）は、県内外を問

わず多くの注目を集めています。 

 

〇視察（一例） 

 2022 年 7月 愛媛県庁、今治市役所（チョイソコおのくめ） 

 2022 年 7月 中予地方局、大阪工業大学（チョイソコおのくめ） 

 2022 年 9月 和歌山大学（チョイソコおのくめ） 

 2022 年 10 月 富山県氷見市（チョイソコおのくめ） 

図 18 

図 19 
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 2022 年 10 月 神奈川県横浜市（チョイソコおのくめ） 

 2023 年 9月 トヨタ自動車株式会社（チョイソコひさえだ） 

2024 年 8 月 京都府八幡市（チョイソコひさえだ） 

2024 年 11 月 富山県魚津市（チョイソコひさえだ、チョイソコおのくめ） 

 

〇日本モビリティ・マネジメント会議（JCOMM） 

このチョイソコのしくみは全国的に評価されており、2022 年から 3 年連続で JCOMM賞を

受賞しています。 

 ※JCOMM 賞は、国内のモビリティ・マネジメントの実務発展と技術発展を意図して設置されたものであり、国内の

様々な取り組みや研究の中でも特に優秀なものを日本モビリティ・マネジメント会議（JCOMM)実行委員会として選定

し、その実現に貢献した個人・団体を表彰するものです。 

2022 年  

第 17 回日本モビリティ・マネジメント会議 

ポスター賞受賞 
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2023 年  

第 18 回日本モビリティ・マネジメント会議  

ポスター賞 受賞 

 

2024 年 

第 19 回日本モビリティ・マネジメント会議  

プロジェクト賞 受賞 
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７．まとめ 

 チョイソコは「自分たちの地域は自分たちでよくしよう」という想いの基、地域主体で進

んでいったプロジェクトであり、試行錯誤しながら運営をしてきました。なかなか地域の中

で理解を得られなかったり、これまで馴染みのない仕組みに対する戸惑いの声を含めた

様々な意見をいただいたりと歯痒い思いをしたこともあります。しかし、地域のためにと、

諦めずに仲間たちと自らを奮い立たせてきました。おかげで徐々に地域に根付いていき、

「チョイソコがある町 いしい」として浸透してきたように思います。また先述のようにチ

ョイソコを通して確実にお出かけ総数は増え、フレイル予防につながり、地域が元気になっ

たと強く感じます。何より地域が主体となって本気で取り組めばこのように課題解決がで

きるということを身をもって体感し、勇気と自信を持つことができました。 

 

 ここまでの取り組みを通して特に感じたこと。それは、問題・課題を明確にすること。目

的を明確にすること。多様な人が自分事と捉えること。この 3点です。幸い、ノウハウは蓄

積することができています。実際に他の地域にも似た趣旨の取り組みが拡がりつつありま

す。必要に応じて、このノウハウを提供する用意もあります。 

 

 私たちはこれからも、「自分たちの地域は自分たちでよくしよう」という想いの基、取

り組みを進めます。この取り組みが契機となり、おでかけに関する問題を自分事として捉え

る人の輪が、松山市内全域に拡がることに期待しています。 




